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論文内容の要旨
本研究は中性子輸送理論における固有関数展開法を中性子の疎密波が結晶媒質中を伝播する場合に
適用したもので， 8 章からなっている。
第 1 章は序論で輸送理論における中性子輸送方程式の占める位置を説明し、従来なされてきた研究
の展望と本研究の目的について述べている。第 2 章では一般的な散乱核の場合につき固有関数展開の
定式化の方法を示し，この方法の適用限界を明らかにしている。第 3 章ではブラッグ切断にもとづく
不連続な断面積と簡単な散乱積分核を仮定し、半無限体系に対し定常輸送方程式の固有関数の完全直
交系を導き，その結果をアルベド， ミルンの問題に応用している。又多結晶媒質の表面効果や空間固
有値としての拡散長が存在しうる温度限界も得ている。第 4 章は以前の章の手法を中性子波伝播問題
に適用し，従来計算技術上困難で、あった。サブブラッグ連続固有値の寄与を算定し，実験で観測され
た特異な現象が離散モードと連続モードとの干渉によることを明らかにしている。第 5 章では角柱体
系における側面からの洩れを考慮に入れて前章の方法を拡張し， 2 次元的サブブラッグ領域ヘ解析接
続して得られる連続領域についての積分表現の形に、解を簡単化することに成功している。第 6 章で
は弾性散乱を含む現実のモデルにつき数値計算を行い，中性子波伝播の温度，周波数，洩れへの依存
性を評価している。第 7 章では有限平板系を扱い，時間空間固有値の間の関係を求め，高次空間モー
ドが過渡現象で重要な働きをすることを指摘している。第 8 章は結論で各章の結果を総括したもので
ある。
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論文の審査結果の要旨
本論文は多結晶体系中における中性子波の伝播現象を固有関数展開法にもとずいて理論的に解析し
たもので，散乱積分核と不連続な断面積を仮定することにより，閉じた形の解を得ることに成功して
いる。その固有方程式は実際の数値計算にも適してわり，その結果は原子炉設計にとっても有用であ
る。
以上の結果，本論文は原子力工学に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認め
る。
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